
希学園 小６ 第２回 合否判定テスト 理科 2024年６月 23日実施 模範解答 制限時間 40分 
 

全問分数不可 

 

 

１   

⑴ エ ⑵ あ 孔辺細胞 い 葉緑体 お 気孔 

 

⑵ か 核 ⑶ イ ⑷ ア 

 

⑸ ① 0.5 ㎤ ② 2.4 ㎤ ③ ６ ㎤ ⑹ 32 (㎤) ⑺ ５ 枚 

 

２ ⑴①順不同完答 ⑵③完答 

⑴ ① イ，エ ② エ ③ ウ ④ ア ⑤ ９ か月後 

 

⑴ ⑥ 形 オ 
位

置 
コ ⑵ ① 10 度 ② Ｑ 75 度 Ｒ 35 度 

 

⑵ ③ 南 緯 55 度 

 

３ ⑴②順不同完答 ⑻完答 

⑴ ① 水素 ② イ，オ，カ ⑵ ア 

 

⑶ 
表

１ 
1.5 ｇ 

表

２ 
0.75 ｇ ⑷ 2400 ㎤ ⑸ Ｘ：Ｙ＝ ５：３ 

 

⑹ イ ⑺ オ ⑻ ウ 黄 色 カ 青 色 ⑼ 80 ㎤ ⑽ 225 ㎤ 

 

４  

⑴ 
図

１ 
40 (g) 

図

２ 
640 (g) 

図

３ 
360 (g) 

 

⑵ ① 50 ㎝ ② 90 ｇ ⑶ ① 毎秒 ４ ㎝ 

 

⑶ ② Ａ 360 (g) Ｂ 240 (g) Ｃ 5.6 (秒) ③ ウ 

 

 

 

 

配点 １⑴，２⑴①～④，３⑴，４⑴：各３点×10問，他各２点×35問  100点満点 

 

501  



希学園 小６ 第２回 合否判定テスト 理科 2024年６月 23日実施 解説(２－１) 
 

１ 

(3) 外側の壁の方がうすいので，水が外側へふくらむように移動して内側の壁が引っ張られる。 

(4) 浸透圧(水が濃い方からうすい方へと移動しようとする圧力)による変化を答える。 

(5)(6) 表にまとめる。 

 水面 茎 葉の表 葉の裏 減少量(㎤) 

Ａ 0.3    0.3 

Ｂ 0.3 0.5   0.8 

Ｃ 0.3 0.5 (2.4)×２枚  5.6 

Ｄ 0.3 0.5 (2.4)×２枚 (6.0)×２枚 17.6 

Ｅ 0.3 0.5 (2.4)×３枚 (6.0)×４枚 32.0 

Ｆ 0.3 0.5 (2.4)×(□－１)枚 (6.0)×(□－２)枚 28.4 

(7) (5)の結果より，１枚の葉の表裏(全体)から出ていく水は 2.4＋6.0＝8.4(㎤)となる。 

  葉全体 8.4×(□－２)枚＋葉の表 2.4＝28.4－水面 0.3－茎 0.5   □＝５(枚) 

 

２ 

(1)③ １日後には月の南中時刻が約 50分遅くなるので，１日後の同時刻には南中よりまだ東側に月が見られることになる。 

  ④ 30日後は月の満ち欠けがほとんど変わらないので月の南中時刻は 21時ごろであるが，星の南中時刻は２時間早くなる。 

  ⑤ ある日の 21時に南中する→３か月前(90度戻る)の３時(90度進む)に南中する。12か月－３か月＝９か月後と同じである。 

  ⑥ 21時に南中する月ということから考える。 

(2)① 80度－55度＝25度南にずれる。北緯 35度－25度＝北緯 10度となる。 

  ② 北緯 20度は北緯 35度より 15度南にずれる。90度－15度＝75度 

   南緯 20度は北緯 35度より 55度南にずれる。90度－55度＝35度 

  ③ 北緯 35度より南に 90度ずれる。北緯 35度から南へ 90度進むと，南緯 55度になる。 

 

３ 

(3)表１：気体の発生量が 1800㎤で一定になるので， 1.5ｇ 

            ↓×0.5         ↓×0.5 

  表２：気体の発生量が 900㎤で一定になるので， 0.75ｇ 

(4)     塩酸Ｘ ＋ アルミニウム → 水素 ＋ 塩化アルミニウム 

 ちょうど 120㎤     1.5ｇ     1800㎤ 

      ↓×
３

２
      ↓×

４

３
     ↓×

４

３
  

      180㎤      ２ｇ     2400 ㎤ 

(5)       塩酸     ＋ アルミニウム → 水素 ＋ 塩化アルミニウム 

 ちょうど 濃さ１×Ｘ120㎤     1.5ｇ     1800㎤ 

       ↓×0.5         ↓×0.5    ↓×0.5 

 ちょうど 濃さ 0.6×Ｙ100㎤    0.75ｇ     900㎤ 

(9) ちょうど中和するときは，アルミニウムがとけないことに注意する。 

容器 ア イ ウ 中和 エ オ カ キ 

水酸化ナトリウム水溶液Ｐ(㎤) 0 30 60 80 90 120 150 180 

発生した気体(㎤) 1800 1125 450 0 600 2400 4200 6000 

差  675 675 450 600 1800 1800 1800  

 

 

 

 

 

 

 



希学園 小６ 第２回 合否判定テスト 理科 2024年６月 23日実施 解説(２－２) 
 

 (10)     塩酸Ｘ ＋ 水酸化ナトリウム水溶液Ｐ → 食塩 ＋ 水 

 ちょうど  120㎤        80㎤    

       ↓×２        ↓×1.875 

       240㎤        150㎤ 

      余り 15㎤ 

      塩酸Ｘ   ＋ アルミニウム → 水素 ＋ 塩化アルミニウム 

 ちょうど 120㎤       1.5ｇ     1800㎤ 

      ↓×0.125             ↓×0.125 

            15㎤              十分          225 ㎤ 

 

４ 

(1)図１ ばねばかりを支点とすると，400ｇ×10㎝＝120ｇ×20㎝＋40ｇ×(20㎝＋20㎝) 

   図２ 棒の左端を支点とすると，480ｇ×60㎝＝640ｇ×(60㎝－15㎝) 

  図３ 300ｇ×30㎝(反時計回り)＝360ｇ×25㎝(時計回り) 

(2)棒ＣＤ 糸Ｅ90ｇ×20㎝＝60ｇ×30㎝ 棒ＡＢ 30ｇ×30㎝＋糸Ｅ90ｇ×30㎝＝180ｇ×20㎝ 30㎝＋20㎝＝50 ㎝ 

(3)① ばねばかりの値が一定なので，球Ｐ240ｇ×６㎝/秒＝球Ｑ360ｇ×４㎝/秒 

  ② 図５の状態の値を求める。 

   ばねばかりＸを支点とすると，Ｙ360ｇ×60㎝＝360ｇ×60㎝   Ａ：360ｇ 

   上下のつり合いより，Ｘ240ｇ＋Ｙ360ｇ＝360ｇ＋240ｇ      Ｂ：240ｇ 

   Ｃ：(60㎝－４㎝)÷(６㎝/秒＋４㎝/秒)＝5.6秒後にぶつかる。 

  ③ ばねばかりＸを支点とすると，球Ｐ600ｇ×６㎝/秒＞球Ｑ360ｇ×４㎝/秒 → アにはならない。 

   ウになる場合は，Ｘ＝Ｙ＝(球Ｐ600ｇ＋球Ｑ360ｇ)÷２＝480ｇになることがある。 

   →このとき，球Ｐと球Ｑの重心を合成したものが板の真ん中にくることになる。 

球Ｐから中心までの距離：球Ｑから中心までの距離＝３：５なので， 

    ６＋③＝30㎝ ４＋⑤＝30㎝ となり，２＝②より，６＝20㎝でぶつかる前に成立。 

    

 


